
自治労現業
組 織 集 会

信
頼
勝
ち
取
り

人
員
削
減
に
ス
ト
ッ
プ
を

自
治
労
現
業
評
議
会
は
、

4
月
23
〜
24
日
、
福
岡
市

（
ウ
ェ
ブ
併
用
）
で
第
8
回

現
業
組
織
集
会
を
開
き
、
全

国
か
ら
5
7
6
人
が
参
加
し

た
。（
神
奈
川
か
ら
は
12
単

組
49
人
）

初
日
の
全
体
会
で
は
、
基

調
提
起
の
後
、「
こ
れ
か
ら

求
め
ら
れ
る
公
務
労
働
者
を

め
ざ
し
て
」
と
題
し
て
、
毎

日
新
聞
記
者
の
東
海
林
智
さ

ん
が
講
演
。「
現
業
職
員
は

地
域
住
民
と
関
わ
る
機
会
が

多
く
、
自
治
体
に
対
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
要
望
を
聞
く
こ
と

が
多
い
。
そ
の
要
望
を
少
し

で
も
前
進
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
住
民
か
ら
信
頼
を
勝
ち

取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う

い
う
機
会
を
チ
ャ
ン
ス
と
し

て
捉
え
、
現
業
業
務
の
信
頼

を
勝
ち
取
る
こ
と
が
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
労
働
者
の
人
員
削

減
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ

た
。そ

の
後
、
7
月
の
参
院
選

に
お
け
る
立
候
補
予
定
の
鬼

木
ま
こ
と
さ
ん
と
青
年
層
、

会
計
年
度
任
用
職
員
な
ど
の

代
表
者
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
に
お
け
る
、

「
人
員
削
減
」「
人
事
評
価

制
度
」「
会
計
年
度
任
用
職

員
の
処
遇
改
善
」「
役
員
の

担
い
手
不
足
」「
人
員
確
保

に
向
け
た
財
源
確
保
」
な
ど

課
題
や
疑
問
を
鬼
木
さ
ん
に

投
げ
か
け
た
。

鬼
木
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で

の
経
験
や
政
策
的
な
考
え
を

述
べ
、「
同
じ
思
い
を
持
っ

て
、
解
決
に
向
け
全
力
で
取

り
組
む
」
と
決
意
を
表
し

た
。2

日
目
の
分
科
会
で
は
、

「
会
計
年
度
任
用
職
員
の
組

織
化
」「
定
年
引
き
上
げ
」

「
労
安
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
」「
政
治
闘
争
の
重
要

性
」「
担
い
手
育
成
」「
コ
ロ

ナ
禍
の
働
き
方
・
組
合
活

動
」
の
テ
ー
マ
ご
と
で
課
題

を
共
有
し
、
議
論
を
深
め

た
。

自
治
労
と
し
て
の
闘
争
が

ス
タ
ー
ト
し
50
年
以
上
が
経

過
す
る
な
か
、
現
業
職
場
を

取
り
巻
く
情
勢
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い

る
。
退
職
者

不
補
充
に
よ

る
人
員
削
減

や
外
注
化
・

委
託
化
、
さ
ら
に
は
賃
金
抑

制
な
ど
コ
ス
ト
論
を
優
先
し

た
合
理
化
攻
撃
な
ど
、
枚
挙

に
い
と
ま
が
な
い
。

多
様
化
す
る
住
民
サ
ー
ビ

ス
、
自
然
災
害
に
対
す
る
即

応
力
、
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る

現
場
力
。
当
た
り
前
の
存
在

と
し
て
自
治
体
の
最
前
線
で

働
く
現
業
職
員
が
、
地
域
や

社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
こ
と

は
多
い
。

2
0
2
2
現
業
・
公
企
統

一
闘
争
で
は
、「
住
民
の
未

来
に
貢
献
で
き
る
、
自
治
体

責
任
に
よ
る
質
の
高
い
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
確
立
」
を
基
本

目
標
と
し
つ
つ
、「
自
治
体

直
営
業
務
の
堅
持
」
を
は
じ

め
と
す
る
11
項
目
（
右
下
別

記
）
を
設
定
し
取
り
組
み
を

す
す
め
て
い
る
。
ま
た
、
通

年
闘
争
と
し
て
住
民
が
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
の

で
き
る
社
会
の
確
立
、
地
域

の
実
情
に
あ
っ
た
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
向
け
、
現
業

・
非
現
業
組
合
員
が
一
体
と

な
っ
た
自
治
労
産
別
闘
争
と

し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

「
ふ
れ
あ
い
収
集
」
や
「
学

童
保
育
へ
の
給
食
提
供
」
な

ど
全
国
的
な
実
例
を
踏
ま

え
、
地
域
実
情
に
応
じ
た
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
向

け
、
住
民
と
一
番
身
近
に
接

し
て
い
る
現
業
・
公
企
職
員

の
知
識
や
経
験
を
活
か
す
さ

ま
ざ
ま
な
政
策
提
言
な
ど
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。さ

ま
ざ
ま
な
職
場
の
課

題
、
地
域
の
課
題
、
働
く
仲

間
に
向
き
合
う
自
治
労
運
動

を
、
現
業
・
公
企
統
一
闘
争

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
よ
う
。

現
業
労
働
者
の
賃
金
差
別
・
劣
悪
な
労
働
条
件
の
改
善

を
は
じ
め
、
清
掃
の
民
営
化
や
学
校
給
食
の
セ
ン
タ
ー
化

な
ど
に
対
す
る
直
営
堅
持
の
闘
い
が
現
業
統
一
闘
争
の
始

ま
り
。
全
国
に
30
万
人
以
上
い
た
現
業
職
員
は
今
や
10
万

人
ほ
ど
ま
で
減
少
し
て
い
る
。

現
業
職
場
リ
ポ
ー
ト

相
模
原
市
緑
区
に
あ
る
城

山
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

旧
城
山
町
の
小
学
校
（
4

校
）、
中
学
校
（
2
校
）、
幼

稚
園
（
1
園
）、
・
旧
相
模

湖
町
の
小
学
校
（
3
校
）

の
、
約
2
3
0
0
食
分
の
給

食
を
給
食
調
理
員
、
17
人

（
再
任
用
5
人
、
う
ち
短
時

間
2
人
）
で
作
っ
て
い
る
。

【
調
理
作
業
の
変
化
】

市
独
自
の
基
準
献
立
を
も

と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
等

で
栄
養
士
が
献
立
を
作
成
し

て
作
業
を
行
う
。

以
前
は
冷
凍
食
品
を
使
用

し
て
い
た
コ
ロ
ッ
ケ
や
餃

子
、
春
巻
な
ど
は
手
作
り
と

な
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
食
へ
の

対
応
な
ど
、
調
理
作
業
自
体

も
社
会
的
ニ
ー
ズ
等
に
あ
わ

せ
変
化
し
て
い
る
。

1
日
の
作
業
終
了
後
に

は
、
翌
日
の
献
立
に
あ
わ
せ

て
作
成
し
た
作
業
工
程
表
や

作
業
動
線
図
を
も
と
に
、
手

順
の
確
認
を
調
理
員
全
員
で

行
い
、
作
業
の
安
全
や
効
率

化
を
図
っ
て
い
る
。

【
老
朽
化
す
る
設
備
】

城
山
地
域
で
は
、
合
併
前

か
ら
共
同
調
理
場
方
式
に
よ

り
小
・
中
学
校
に
お
け
る
完

全
給
食
を
実
施
し
て
お
り
、

そ
れ
を
引
き
継
ぐ
形
と
な
っ

て
い
る
給
食
セ
ン
タ
ー
は
設

備
の
老
朽
化
が
深
刻
と
な
っ

て
い
る
。

調
理
等
に
使
用
す
る
消
耗

品
の
予
算
は
毎
年
確
保
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
換
気
扇
や

揚
げ
物
作
業
を
行
う
フ
ラ
イ

ヤ
ー
、
食
器
洗
浄
機
な
ど
の

大
型
設
備
の
修
繕
や
更
新
な

ど
の
予
算
は
確
保
が
難
し

く
、
耐
用
年
数
を
超
え
る
機

材
も
多
い
。
故
障
の
際
に

は
、
給
食
提
供
に
支
障
が
な

い
よ
う
作
業
を
行
う
必
要
が

あ
り
、
そ
の
際
は
調
理
員
に

大
き
な
負
担
が
か
か
る
。

【
中
学
校
給
食
】

県
内
の
自
治
体
で
議
論
が

進
む
中
学
校
給
食
。
小
学
校

同
様
の
完
全
給
食
の
県
内
実

施
率
は
約
半
数
。
全
国
の
実

施
率
は
90
％
程
度
で
あ
り
、

全
国
ワ
ー
ス
ト
。
デ
リ
バ
リ

ー
方
式
な
ど
で
の
対
応
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
も
増
え

る
な
か
、
財
源
の
確
保
が
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

旧
町
か
ら
引
き
継
ぐ
中
学

校
給
食
は
、
2
校
に
提
供
。

小
学
校
と
同
じ
献
立
を
使
用

し
、
分
量
だ
け
を
増
や
し
て

い
る
。
同
じ
給
食
を
提
供
し

て
い
る
が
、
中
学
校
は
小
学

校
に
比
べ
残
食
率
が
高
い
傾

向
に
あ
る
と
い
う
。「
昼
休

み
の
食
事
時
間
が
短
い
こ
と

や
過
度
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
意
識

な
ど
が
影
響
し
て
い
る
の
で

は
」
と
調
理
員
は
話
す
。
ま

た
、「
栄
養
価
も
高
く
、
体

の
成
長
に
は
給
食
は
と
て
も

重
要
。
食
育
や
食
事
時
間
の

確
保
な
ど
政
策
的
な
課
題
を

解
決
し
、
お
い
し
い
給
食
を

楽
し
く
食
べ
て
欲
し
い
」
と

訴
え
る
。

【
人
員
の
確
保
に
向
け
て
】

全
国
的
に
も
、
採
用
抑
制

が
行
わ
れ
て
い
る
現
業
職

員
。
相
模
原
市
の
給
食
調
理

員
も
状
況
は
同
様
で
、
50
歳

代
の
職
員
が
大
半
で
40
歳
代

は
1
人
。
し
か
し
、
長
年
に

わ
た
る
粘
り
強
い
要
求
・
交

渉
の
結
果
、
今
年
の
春
闘
回

答
か
ら
、
20
年
以
上
に
わ
た

る
退
職
者
不
補
充
の
方
針
は

削
除
さ
れ
、
定
数
化
に
向
け

た
協
議
が
す
す
む
。

「
子
ど
も
た
ち
の
顔
が
見

え
る
自
校
方
式
の
給
食
が
一

番
。
そ
の
点
で
は
、
セ
ン
タ

ー
は
敵
わ
な
い
が
、
大
人
数

で
の
作
業
と
な
る
セ
ン
タ
ー

に
は
そ
れ
ぞ
れ
助
け
合
え
る

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

自
校
に
お
け
る
突
発
的
な
人

員
不
足
に
対
し
て
は
応
援
派

遣
を
行
う
な
ど
連
携
し
た
作

業
も
で
き
る
」
と
話
す
。

安
全
・
安
心
で
確
実
な
給

食
提
供
の
た
め
奮
闘
す
る
給

食
調
理
員
。
そ
う
し
た
現
場

を
支
え
る
組
合
員
の
た
め
に

も
、
現
業
・
公
企
統
一
闘
争

へ
の
結
集
を
お
願
い
す
る
。

相
模
原
市
城
山
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

2022現業・公企統一闘争〈重点課題〉
ⅰ 現業・公企職場の直営堅持
ⅱ 質の高い公共サービスの確立に向けた新
規採用
ⅲ 高齢期でも安心して働き続けられる職場
の確立
ⅳ 60歳を超える職員・再任用職員を含めた
技能労務職員の賃金改善の取り組み強化
ⅴ 現場で培った知識・経験を活用した政策
の実現に向けた労使協議
ⅵ 災害対応や感染症対策など危機管理体制
の強化
ⅶ 公務災害撲滅に向けた労働安全衛生の確
立
ⅷ コンセッション方式導入や安易な事業統
合の阻止
ⅸ 会計年度任用職員の処遇改善
ⅹ 業務上必要となった資格取得にかかる公
費負担の徹底
ⅺ 事前協議の確認と協約の締結、およびす
べての労使合意事項に対する協約の締結

夏
休
み
は
ど

こ
に
行
こ
う

か
と
考
え
る

季
節
と
な
っ

た
。
そ
ん
な

余
裕
は
…
と
い
う
思
い
も
あ

る
が
、
休
み
は
重
要
だ
◆
総

務
省
調
査
で
は
地
方
自
治
体

に
お
け
る
年
次
有
給
休
暇
の

取
得
率
は
平
均
で
11
・
7

日
。
数
年
間
は
横
ば
い
が
続

い
て
い
る
◆
4
月
以
降
、
本

来
の
人
員
が
配
置
さ
れ
な
い

職
場
や
非
正
規
で
の
対
応
と

な
っ
た
職
場
な
ど
も
あ
る
だ

ろ
う
。
自
治
労
の
会
議
な
ど

で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
場
課

題
が
議
論
さ
れ
る
が
、
そ
の

多
く
は
職
場
に
人
が
足
り
な

い
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
い

る
◆
「
陽
気
発
す
る
処
、
金

石
も
亦
透
る
」（
精
神
を
集

中
し
て
物
事
を
行
え
ば
、
ど

ん
な
困
難
に
も
打
ち
勝
つ
こ

と
が
で
き
る
）。
自
分
は
そ

ん
な
に
強
く
は
な
い
。
や
は

り
仲
間
や
労
働
組
合
の
助
け

を
借
り
よ
う
。

（
川
）

地域社会から求められる
現業業務

2022全国現業・公企統一闘争

地域社会から求められる
現業業務

2022全国現業・公企統一闘争

清掃、給食調理
、学校用務、道

路

整備、庁舎警備
など、多岐に亘

る業

務において、現
場で従事する技

能労

務職員のこと。
民間委託・退職

不補

充がすすむなか
、災害対応や地

域連

携など自治体現
場力を発揮する

現業

職員が求められ
ている。

現業とは

中野 雅臣
蓼沼 宏幸

（組合員の購読料は組合費の中に含む）

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用できない人のために、営利目的
とすることを除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。

（1）2022年6月1日号（毎月2回発行1日・15日） 自 治 労 神 奈 川 860号
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今日の地方自治をめぐる課題と

私たちの取組みの方向性を探る

4
月
以
降
の
職
場
に
お
け

る
人
員
配
置
状
況
を
聞
く

と
、
年
度
当
初
よ
り
欠
員
が

発
生
し
て
い
る
職
場
が
多
く

あ
る
。

職
員
採
用
に
お
け
る
辞
退

率
が
50
％
を
超
え
、
年
度
当

初
か
ら
欠
員
が
発
生
し
て
い

る
自
治
体
や
常
勤
職
員
に
比

べ
低
位
の
処
遇
・
労
働
条
件

の
た
め
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
応
募
が
少
な
い
自
治
体

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に

お
け
る
人
材
確
保
が
深
刻
な

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
を
は
じ
め
、
近

年
頻
発
す
る
自
然
災
害
な

ど
、
緊
急
時
・
非
常
時
の
自

治
体
対
応
に
格
差
が
出
は
じ

め
て
い
る
。
適
正
な
人
員
配

置
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
安
定

的
・
継
続
的
な
提
供
に
欠
か

せ
な
い
も
の
で
あ
る
と
と
も

に
、
そ
こ
で
働
く
労
働
者
自

身
の
生
活
に
も
大
き
く
影
響

す
る
。

限
ら
れ
た
人
員
の
な
か
、

多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
や

法
制
度
改
正
な
ど
に
よ
り
、

公
務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
で
働

く
労
働
者
の
業
務
量
は
増
加

し
、
過
重
労
働
は
深
刻
化
し

て
い
る
。
ま
た
、
コ
ス
ト
論

の
み
に
依
拠
し
た
人
員
の
削

減
や
組
織
の
ス
リ
ム
化
は
、

組
織
の
活
力
を
奪
い
、
過
重

な
負
担
に
よ
る
メ
ン
タ
ル
ス

ト
レ
ス
も
深
刻
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

人
員
要
求
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
担
当
や
係
ご
と
に
、
休

職
者
や
時
間
外
勤
務
、
今
年

度
の
増
加
業
務
見
込
を
点
検

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に
見

合
っ
た
人
数
を
求
め
、
組
合

の
要
求
と
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
。

仕
事
量
や
負
荷
は
、
一
人

ひ
と
り
感
じ
る
度
合
い
が
違

う
。
仕
事
の
基
準
は
、
ど
う

あ
る
べ
き
か
？
『
誰
も
』
が

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

職
場
環
境
・
人
員
配
置
に
向

け
、
ま
ず
は
隣
の
仲
間
と
話

し
合
う
こ
と
か
ら
は
じ
め
て

い
こ
う
。
そ
し
て
、
職
場
の

現
状
を
共
有
し
、
人
員
確
保

闘
争
へ
。
当
た
り
前
の
要
求

が
、
当
た
り
前
の
職
場
を
つ

く
る
。

人
員
確
保
は
重
要
課
題

現
状
共
有
か
ら
要
求
へ

アメリカのシカゴ学派が示唆し

た新自由主義経済の方法は、20世

紀後半から世界を席巻し、今日に

至る貧困と富の二極分化をもたら

した。しかし、関税の壁を壊しな

がらマネーゲームの渦に世界を引

き込んだその国で、2017年1月に

トランプ大統領が登場すると、自

由貿易にストップをかけ自国優先

主義に舵をきる。アメリカがグロ

ーバル経済の唯一の勝者から転換

した瞬間だった。それは、自由主

義から保護主義に転じる瞬間でも

あった。自由な経済活動が世界を

豊かにすると信じられていた。そ

のためには富の総量が増え、公正

な分配のシステムが機能しなけれ

ばならない。だが富は富めるもの

に集まり、相対的かつ絶対的な貧

困を生みだした。

加えて、予見をくつがえした深

刻な現象がある。国家の問題だ。

自由な経済活動が世界を豊かにす

れば、国家というものは意味を薄

め、民族の対立も無くなるのでは

ないかと想像された。だが、今、

世界で起こっていることは、国家

というものの比重を高めた出来事

ばかりだ。いや、新自由主義が国

家依存を引き寄せたと言える。皮

肉にも自由主義経済がもたらした

貧困と格差が、各国でナショナリ

ズムとポピュリズムを増生させて

いる。哲学者の内山節氏は、「国

家自体が近代国家をつくる根拠を

持っていたわけではない。国家は

本質的無根拠な成立物だ」とす

る。その本質は幻想なのだと。し

かし、貧困と不安のなかで国家が

「寄りかかる棒」の役割を果た

し、無根拠だったはずの国家は不

安、不満から吹き上がる憎悪をエ

ネルギーに虚勢の実態を造り出し

てくる。この時、この世紀で、欠

かせないものが「情報」だ。「情

報」が国家を左右し、国家が「情

報」を支配する。残念ながら教科

書が「情報」の装置になろうとし

ているのもその現れだ。さらに、

SNSが真実というものを消す作

用を私たちは見ている。オックス

フォード辞典が、トランプ大統領

登場の直前の空気を「ポスト真

実」の時代と表現した。便利なは

ずのSNSが真実というものを消

し去る現象である。ウクライナ侵

攻におけるロシア政府の情報操

作、そしてアメリカ大統領選挙の

フェイクニュースの応酬、どちら

も時代を象徴している。

憲法を一人ひとりが考えなけれ

ばならない局面が近づいている。

たしかに表現、情報の自由は獲得

した権利である。だが自由である

「情報」によって、個人の尊厳が

失われ、国家をつよくする憲法の

改正に招きかねないことを危惧す

る。

戦争をさせないかながわの会

神奈川平和運動センター前事務局長

道田 哲朗

真実を失う時代とは
【 寄 稿 】

自治労のスケールメリットでお得に利用を！

補
完
性
の
原
理
を

尊
重
す
る
働
き
方

マ
ス
ク
を
し
て
い
て

も
、
対
人
的
な
不
安
感
や

意
思
疎
通
の
ト
ラ
ブ
ル
が

ほ
と
ん
ど
な
い
日
本
。
昨

今
、
目
が
モ
ノ
を
言
う
社

会
か
ら
ハ
ッ
キ
リ
と
口
と

言
葉
で
表
現
す
る
社
会
に

な
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、

口
が
塞
が
れ
声
が
聞
こ
え

難
く
て
も
社
会
不
安
は
高

ま
っ
て
い
な
い
。
目
力
頼

り
の
阿
吽
の
呼
吸
が
闊
歩

し
て
い
る
。

言
葉
で
主
張
す
る
よ
り

目
で
思
ひ
を
表
現
す
る
ほ

う
が
、
控
え
目
で
よ
し
と

す
る
我
わ
れ
の
交
渉
術
に

は
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
オ
プ

シ
ョ
ン
（
交
渉
後
に
発
生

す
る
一
定
の
利
得
保
証
）

が
見
い
だ
せ
な
い
。

世
界
で
言
わ
れ
る
市
民

社
会
と
は
、
市
民
革
命
を

経
て
獲
得
し
た
自
由
と
平

等
を
シ
チ
ズ
ン
（
自
発

的
、
自
律
的
な
市
民
）
が

主
権
者
と
な
っ
て
、
自
主

自
立
を
果
た
し
て
き
た
結

果
、
形
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
日
本
で
言
う
と
こ

ろ
の
市
民
社
会
と
は
一
線

を
画
し
て
い
る
。
日
本
の

市
民
は
シ
チ
ズ
ン
で
は
な

い
。
自
治
体
に
所
属
す
る

こ
と
、
住
民
票
を
置
く
こ

と
が
シ
チ
ズ
ン
の
条
件
で

は
な
い
。
シ
チ
ズ
ン
と

は
、
国
家
に
委
ね
る
も
の

は
何
か
、
自
ら
の
判
断
で

行
動
す
る
も
の
は
何
か
を

常
に
考
え
て
行
動
す
る
存

在
で
あ
る
は
ず
だ
。
地
縁

血
縁
だ
け
の
暮
ら
し
な
ら

未
だ
し
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
人
と
情
報
の
多
様
な
交

流
を
ベ
ー
ス
に
す
る
現
代

社
会
で
は
、
現
実
を
見
据

え
て
新
し
い
価
値
を
生
み

出
す
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に

あ
ふ
れ
る
シ
チ
ズ
ン
の
出

現
が
望
ま
れ
る
。
カ
オ
ス

な
今
だ
か
ら
こ
そ
、
我
わ

れ
は
土
着
の
自
然
を
慈
し

む
美
学
に
基
づ
く
自
己
主

張
に
欠
け
る
交
渉
術
を
捨

て
、
積
極
的
に
新
し
い
価

値
を
提
供
す
る
行
動
的
な

交
渉
術
を
身
に
つ
け
る
べ

き
で
あ
る
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
担
う

自
治
体
職
員
の
働
き
方
に

は
、
失
敗
を
恐
れ
ず
遠
慮

せ
ず
市
民
に
新
し
い
価
値

を
提
供
し
て
社
会
課
題
を

解
決
す
る
姿
勢
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
失
敗
を
咎
め
ず
、
良

き
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
オ
プ

シ
ョ
ン
の
獲
得
を
奨
励
す

る
社
会
の
到

来
が
待
た
れ

る
が
、
現
実

は
甘
く
な

い
。
戦
略
的

に
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起

こ
す
し
か
な

い
と
思
っ
て

い
て
も
、
独

り
の
努
力
で

容
易
に
で
き

る
も
の
で
は

な
い
。
今
や

る
べ
き
こ
と

は
、
自
治
体
職
員
自
ら
が

シ
チ
ズ
ン
と
し
て
協
力
・

共
存
の
基
に
行
動
す
る
こ

と
で
あ
る
。

今
の
日
本
。
混
沌
と
し

疲
弊
し
た
現
代
社
会
を
市

民
が
生
き
抜
く
た
め
に
、

補
完
性
の
原
則
に
基
づ
く

自
助
・
互
助
・
共
助
・
公

助
に
よ
る
社
会
的
な
支
援

体
制
を
整
え
、
豊
か
で
幸

せ
な
未
来
が
訪
れ
る
こ
と

を
志
向
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
ま
ず
は
自
助
努
力
。

加
え
て
隣
人
な
ど
が
手
を

差
し
伸
べ
る
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
な
援
助
の
互
助
で
暮

ら
し
の
維
持
と
問
題
解
決

を
図
る
。
自
助
・
互
助
で

カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
場

合
、
地
域
の
シ
ス
テ
ム
化

さ
れ
た
自
治
組
織
が
共
助

と
し
て
支
援
す
る
。
そ
れ

で
も
解
決
し
な
い
場
合
は

自
治
体
・
政
府
が
公
助
と

し
て
支
援
す
る
こ
と
を
志

向
し
て
い
る
。
こ
の
支
援

体
制
は
、
情
緒
的
に
予
測

困
難
で
あ
る
未
来
の
出
来

事
を
設
定
の
根
拠
・
基
準

と
し
て
い
る
た
め
、
具
体

的
な
手
段
を
示
す
こ
と
が

で
き
ず
、
求
め
ら
れ
て
い

る
支
援
を
提
供
で
き
な
い

事
態
に
陥
っ
て
い
る
。
支

援
の
明
瞭
な
目
標
、
達
成

す
べ
き
数
値
が
曖
昧
か
つ

不
確
定
で
あ
る
た
め
、
補

完
が
形
骸
化
さ
れ
、
有
効

打
を
欠
く
改
革
に
な
っ
て

い
る
。
近
未
来
の
補
完
支

援
ス
タ
イ
ル
は
、
シ
チ
ズ

ン
に
よ
る
共
助
と
政
策
に

基
づ
き
自
治
体
職
員
が
サ

ポ
ー
ト
す
る
公
助
が
頼
り

に
な
る
存
在
と
し
て
見
え

る
化
さ
れ
た
社
会
の
中

で
、
問
題
を
抱
え
て
い
る

市
民
が
安
心
し
て
自
助
に

励
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
必
要
が
あ

る
。
つ
ま
り
、
見
え
る
公

助
が
あ
り
、
拠
り
ど
こ
ろ

に
で
き
る
共
助
が
身
近
に

あ
っ
て
こ
そ
、
自
助
・
互

助
に
よ
る
自
立
を
始
め
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。
自
助
を
支
え
る
気
づ

か
い
の
あ
る
公
助
支
援
を

推
進
す
る
働
き
方
が
自
治

体
職
員
に
期
待
さ
れ
て
い

る
。

連載

神
奈
川
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長

佐
野

充

◇日 時：6月11日（土）10：00～12：00
◇場 所：地域労働文化会館2階会議室

＋オンライン併用
◇内 容：講演「地方自治の現状と

課題を考え、行動する」
石渡 豊正 弁護士
（神奈川総合法律事務所）

パネルディスカッション

※集会の詳細・参加申込については各組合事務

所または組合役員までお問い合せください。
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自治研センターHP URL:https://kanagawa-jichiken.or.jp
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